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1.はじめに 

連続合成桁橋の曲線部では，ねじれが生じる．しかし，現在の設計基準ではねじれによる影響を考慮するこ

とは難しい．本研究では，実験と解析により得られた結果を比較することにより，ねじれが連続合成桁の力学

的挙動に及ぼす影響を把握するとともに，曲げとねじりを受ける連続合成桁の中間支点部の設計法を確立す

るための基礎資料を得ることを目的とする． 

 

2.実験 

曲げとねじりを受ける連続合成桁の中間支点部の力学的挙動を実験室内で検討するために，本研究では通常

の合成桁とは天地を逆さにした合成桁の単純梁のスパン中央付近にねじれを生じさせるように 2 箇所荷重を

作用させたものを作成し，連続合成桁橋の負曲げモーメント領域に曲げとねじりを発生させた．図-4 に示す

ように載荷板の設置方法を変えることで Type1，Type2の偏心量の異なる 2種類の実験と解析を行った． 

 

         

図-1 実験供試体                              図-2 載荷装置 

 

 

図-3 供試体寸法(単位はmm)                  図-4 載荷位置(Type1，Type2) 
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3.実験値と解析値の比較 

実験モデルと解析モデルの詳細は紙面の都合上省略するが，実験と解析によって得られた結果を以下の図に

示す．変位は荷重をかけている点付近でとり，ひずみは下フランジの中央付近でとった．荷重―変位曲線，荷

重―ひずみ曲線ともに実験と解析で誤差の少ない結果となったため，精度の高い解析モデルができていると

判断する． 

 

 

               図-5 荷重―変位曲線(Type1)             図-6 荷重―変位曲線(Type2) 

 

 

      図-7 荷重―ひずみ曲線(Type1)            図-8 荷重―ひずみ曲線(Type2) 

 

4.考察 

偏心の大きな Type1 が偏心の小

さい Type2 よりも先に降伏してい

ることが見てとれる．このことによ

りねじりモーメントが大きいほど最

大荷重が小さくなることが確認でき

た．よってねじれが大きくなるほど

連続合成桁の耐荷力が下がると考え

られるので，今後はねじれを考慮し

た負曲げ領域の設計法が必要になる

と思われる．               

                                  図-9 荷重―変位曲線(Type1，Type2) 
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